
丹怖柔1 会議記録 (1)

会議名称 北本市庁舎建設委員会

開会及び

閉会 日時

平成 21年 10月

正午～午後 4時 4

21 日  (ラk)

5分

開催場所 東京都福生市役所  (視 察)

議長氏名 委員長 高 岡 輝 夫

席

ａ

名

口貝

出

委

氏

1号 委員

2号 委員

3号 委員

4号 委員

5号 委員

現王園孝昭、福島忠夫

菅野潤
一

、田島和生、

高岡輝夫

黒葛原武昭

山畠則義

原 田信美

欠  席

委員(者)

氏  名
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3号 委員

4号 委員
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吉住武雄

勝豊、染谷 日菜

和田 博

矢部龍治、野地恵美子

小尾富士雄

説明者の

職 氏 名
北本市政策推進課 :吉 野一

事務局職

員職氏名

北本市総合政策部長 :谷澤暢

政策推進課長 :吉野一

政策推進担当主査 :福島弘行 同 主事 :石井伸也

北本市庁舎建設検討専門部会
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会

議

次

第

開
△
ム

あ い さ つ

視祭行程

北本市役所発 福生市役所 北本市役所着

閉
△
=



別紙 1 会議記録 (1)

【市配布資料】
1 視 祭先概要

2 北 本市庁舎建設基本計画 (案)庁 舎建設委員会庁舎建設
委員会答申後変更箇所及び変更理由一覧

配布資料  13 児 童館等の建設について

【福生市配布資料】
1 福 生市新庁舎のご案内 (パンフレット)

2 福 生市新庁舎建設経過



会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

司会

委員長

事務局吉野

事務局福島

福 生 市事務

局

福 生市事務

局

司会進行 事 務局 (北本市総合政策部政策推進課長)吉 野 一

1 開 会

2 あ いさつ (草中)

3 視 察

(草中)

視祭先概要説明
一資料に基づき説明を実施一

北本市庁舎建設基本計画 (案)庁 舎建設委員会答申後変更箇所及

び変更理由の説明
一資料に基づき説明を実施一

児童館等の建設について
一資料に基づき説明を実施一

① 福生市視祭
―福生市事務局進行―

1)開 会

2)あ いさつ
一福生市 野 崎総務部長あいさつ一

―北本市庁舎建設委員会 高 岡委員長あいさつ一

3)庁 舎建設について
一資料に基づき説明の実施―

・庁舎建設にあたつて市の組織としては直接の担当を設けず、

総務部長を長として横断的なプロジェク ト方式で対応 しまし

た。補助金等の折衝事務や専門的事項の統括として部長級で

ある参事をおいて、平成 17年 から19年 の三ヵ年で対応を

行っています。
・庁合については2棟 方式を採用 し、窓口については市民が一
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

福 生市事務

局

黒葛原委員

福 生 市事務

局

回で用事を済ませられるようなワンス トップの対応を行って

います。住民票、印鑑証明等については申請の段階から迷わ

ぬようカゥンターを設け、職員が聞き取 りにより端末に入力

を行えば 1, 2分 程度で書類が交付されるシステムを取り入

れています。

庁舎建設に関する市民合意の手法については、市民説明会を

構想の段階で4回 実施 し、アンケー トについても1回 実施 し

ています。

延床面積の決定については、総務省の基準を基に算定し決定

している。延床面積 10,228.77ポ で駐車場を除くと7,

797ポ となっています。

将来的に合併が発生したときの対応については具体的な対応

は取つてはいません。

市民利用のための部分としては、多目的スペースを事務室に

移 したため、情報スペースを一箇所設けただけとなっていま

す。

福生市庁舎見学

5)質 疑応答
・庁舎について見学をしていただきましたが、疑問点等ござい

ましたら質問をお願いします。

2棟方式など意匠上にも特徴がありますが、それを採用され

た経緯を教えていただきたい。

基本設計業者の選定の際に選定委員会を設けてプロポーザル

を実施 しています。選定委員会のメンバーは大学教授 2名 、

財務省職員、副市長、公共建築協会会長の計 5名 で構成しま

した。公募によるプロポーザルを実施し、50者 の参加意思

表明の提出があり、その後 10者 に絞込み技術提案書の提出

を要請 し、公開審査により2棟方式を採用しました。

多くの業者が旧庁舎の駐車場部分に一期 目の工事として庁

舎を造 り、引越 し後残 りの庁舎を造るという2棟立ての提案で

したが、 1階 に大きい平面をとる形として提案されたこの業
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

黒葛原委員

福 生 市事務

局

黒葛原委員

福 生市事務

局

高岡委員長

福 生 市事務

局

現王園委員

福 生 市事務

局

菅野委員

福 生 市事務

局

福島委員

福 生 市事務

局

者を設計業者 として決定しました。また、プロポーザルの条

件には工事費 36億 円以内との条件もつけています。

・防災拠点としての庁舎とありますが、建物自体はどれくらい

の耐震性を持っているのですか。
・重要度係数というものをかけて設計を行いますので、マグニ

チュー ド7.9の 地震に対 しても構造体に被害を生じないも
のとしています。

・スパンが飛んでいますが、地震に対しての揺れはどのくらい

感 じますか。
・下の階はほとんど感 じていないようです。耐震工法であり、

免震構造ではないので、上階では一度揺れを感 じたことがあ

りました。

・福利厚生施設について、職員の食事などのスペースはどの変

に設けてお りますか。
・近隣に、食事をする施設も多いので食堂は設けておりません。

更衣室は地下にシャワー室を設け、2階 には男子 27ポ 、女

子 32ポ の休憩室を設けています。

・メンテナンスの費用はどのくらいかかってお りますか。
・光熱水費は約 3, 000万 円、清掃委託は 1, 600万 円ほ

どとなっています。

・多目的ホールを無くしたとの説明がありましたが、それに代

わるものはありますか。
・情報スペースに展示ケースが5つ あります。写真展等を行 う

場合にはそれらを片付けて行 うようになります。

・庁舎の建替えを行つて、よかった点や逆に不便になった点等

についてお伺いしたい。
・よかつた点については、直接の声としては余 りありません。

不便な点としては、駐車場が地下にあり2棟方式であるため

迷ってしまうという声を聞きます。また、案内表示が小さく
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会議記録 (2)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

事務 局 福

島

福 生 市事務

局

事務 局 福

島

福 生 市事務

局

荒井財 政課

長

福 生市事務

局

荒井財 政課

長

福 生市事務

局

福島委員

デザインされていたため、見てわかりにくいということから

や り直しを行っています。また、 1階 部分については間接照

明を採用していたことから職員から暗いとの声があり、器具

をひつくり返して利用しています。カウンターの長さも予定

より1～2Mほ ど広げた経緯があります。出来上がってからの

追加工事としては、教育長室の移動、環境課の移動などの工

事を実施 しており、平成 20年 度には約 1, 700万 円の工

事費を使つています。

土日の開庁は行っているのですか。

土曜 日の開庁と水曜 日の夜間延長を全庁的に行つており

分の 1の職員が交代で行つています。

机や椅子などの什器はすべて建替え時に入れ替えたのです

か。

ほぼ全てのTt器の入れ替えを行つています。机を一回り小さ

いものにしたり、ファイリング用のキャビネットを入れたり

しています。

地方債の活用方法について、4億円弱を利用しておりますが、

枠としてはもつとあつたが、基金があったのでそれほど借 り

入れを行わなかったということでよろしいでしょうか。

地方債の活用については、当初は6億 円ほどの予定をしてお

りましたが、工事入札等により3億 円ほど事業費が下がりま

したのでそのまま減らした形になります。

基金の積立に関してですが、いつぐらいから積立を行つてき

たのでしょうか。

昭和47、 8年 ごろから少 しずつ積み立ててきました。実際

にはもつとあつたのですが、取 り崩してしまった部分もあり

ます。

古い庁舎を新 しい庁舎としたことによるランニングコス トの

変化はわかりますか。
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会議記録 (3)

発言者 発 言 内 容 決 定 事 項

福島委員

福生市事務

局

福島委員

福 生市事務

局

福島委員

福 生市事務

局

現王 園副委

員長

ランエングコス トの変化については、確認をして後 日報告い

たします。

床面積についてですが、職員数が 313人 で再任用や臨時職

員などを合わせると380人 程度 となるとのことですが、建

替えた後の床面積約 8,000ポ とい う大きさで、不自由な

く効率的な仕事が出来ているものとなったでしょうか。

2棟 方式ではなくて、1棟 方式であれば妥当であると思いま

す。 2棟 方式にしたために階段や トイレ、エレベーターが2

つ必要 となります し、デットスペースも多く出来てしまっ

た、事務スペースとしてはかな り手狭であると思います。

床面積の決定までにどのような経緯がありましたか。大きく

した り、小さくした りといった検討はありましたか。

当初の計画の段階から8,000ポ で推移 していたと思いま

す。

10kWの 太陽光を設置したとのことですが、去年はどのく

らいの発電をしましたか。

今、データがないので後 日ご報告いたします。

―質疑終了―

現王園副委員長あいさつ一

4 閉 会
―閉会あいさつ、省略―
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福生市庁舎建設概要

1穏■1盤】!串 習督■1本■帯

位置 者卜心から約 40 km 都心から約 45km圏 内

人 口 60,697ノ【 70,509ノ【

面積 10.24 k rf 19.84kIポ

職員数 313人 308人

庁舎建設地 既存庁舎敷地 (一部拡幅) 既存庁舎敷地

庁舎敷地面積 4757.94ぱ 約 14,000ぱ

建築面積 3200.5ぱ 未定

延床面積 10228.77ポ 8,500ぱ 程 度

階数 地上 5階 地下 1階 未 定

構 造 PC造 、 RC造 、
一

部 SRC造 未 定

本体工事費 3,184,650 fF司 2,400,000千 円

建設単価 311千 円 282.5千 円

総工事費 (本体

工事費、外構、

グリー ン庁舎、

設計 ・監理)

3,481,247 fF珂 3,150,000司FF珂

総工事費 (委託

料、備品購入費、

事務費等含む)

3,822,043 fF珂

財源 2,799,216千円基金

343,200千 円起債

防衛省補助金

632,399千 円

NEDO補 助金※

47,227千円

基金          2,526,800千 円

起債      623,200千 円

庁舎建設の経緯 H15,2 新 庁舎建設基本構想策定

H16.9 新 庁舎建設基本計画策定

H16. 9～ H17. 3

新庁舎建設基本設計の作成

H17. 6～ 12

新庁舎建設実施設計の作成

H18。 3 庁 舎建設工事の発注

H19.3 第 1期工事完成

H20.3 第 2期 工事完成

H9  庁 舎建設基本構想の策定

H10 庁 舎建設基本計画の策定

H12 庁 舎建設延期表明

H18 庁 舎建設計画再見直し

H19,3 庁 舎建設基本構想策定

H21.3 庁 舎建設基本計画策定

※地域新エネルギー等導入促進対策費補助金
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児 童館 の建 設 につ い て

1 目 的

児童館は、北本市総合振興計画、北本市次世代育成支援行動計画において

建設を位置付けている。平成 20年 度北本市次世代育成支援行動計画後期計

画を策定のためのニーズ調査を行つたところ、児童館の設置要望が 1位 をし

めている。

このようなことか ら、児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進 し、情

操を豊かにすることを目的に児童館を建設するものとする。併せて子育て支

援センターを設置する。

2 児 童館の種別

児童センター

※児童センターは、小型児童館に体力増進を図ることを目的とした運動指

導機能を有する児童館

面積要件 小 型児童館  217.6ぱ 以上

児童センター 336.6ポ 以上

※子育て支援センターを併設

3 児 童館等の面積

児童館  450ぱ から600ぱ 程度を予定

子育て支援センター 120ぱ 程度を予定

4 建 設予定年度

平成 24年 度

5 整 備手法

市役所庁舎 との合築または別棟
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福生市新庁舎建設経過

ia

昭和 39年 1月 万本庁舎口第二庁舎竣工

昭和 45年  市 制施行

行政事務量や職員数が増加 し、庁舎が年々手狭となつたため、事務効率や市民ナービ

スの低下を招くこととなつた。

平成 4年 度 第 二庁舎を建設

平成 7年 度 本 庁舎一階部分を増床

平成 7年 度 本 庁舎の耐震構造調査を実施

平成 7年 の阪神淡路大震災を教訓に本庁舎の耐震診断を実施。1階 2階 が補強または

改築が必要、3階 が補強が望ましい、4階 が安全という判定であり、大規模な改修もし

くは改築が必要であるとの結果であつた。

平成 9年 度 本 庁舎耐震補強案の検討

平成 7年 度の耐震診断調査結果をうけ、本庁舎の耐震補強工事について検討した。工

事案の概要は、庁舎外壁及び内部に耐震補強壁を設置、同時にエレベーター設置等のバ

リアフリー化工事、防火区画の見直し等を行 うもので、工事中は仮庁舎が必要となるた

め、工事費の総額が 21億 と見込まれる。 しかし、耐震補強工事で執務スペースが分断

され狭くなることで新たに分庁舎の建築が必要となり、更に庁舎の分散化が進み市民サ

ービスが低下すること、工事を行つても建物の耐用年数は伸びず費用対効果が望めない

ことで補強工事は実施にいたらなかった。

平成 7年 度～12年 度 市 内各施設の耐震補強工事の実施

本庁舎以外でも各施設の耐震診断を平成 7年 度から実施、補強の必要ありとされた施

設では順次補強工事を行い、特に学校施設は平成 12年 度ですべて終了した。

平成 11年 度から旧健康センターを第四庁舎として暫定使用

平成 12年 1月 職 員による 「庁舎建設検討委員会」を設置

庁舎の耐震性、バリアフリー化、分散化による利便性の欠如等について検討を行い同

年 12月 に庁舎建替えの必要性を含んだ報告を市議会に対して行 う。

平成 13年 5月  市 議会による 「庁舎検討特別委員会」を設置

市議会においても独自に庁舎の抱える問題について検討するため特別委員会を設置。

耐震性、バ リアフリー化の未整備、分散化による利便性の欠如等の問題を検証し、「で

きる限り早期に庁舎の建設が必要、市民意見を反映させる仕組つくりが求められる」と

の調査結果を平成 14年 3月 に報告した。

平成 14年 3月  市 議会による 「庁舎建設特別委員会」を設置

平成 14年 6月 ～12月 「庁舎問題を考える」市民意見聴取

平成 13年 度に行つた調査結果を 「庁舎問題を考える」としてまとめ、広報紙、ホー

ムページ、小冊子により市民に周知し意見の聴取 (6月～12月 )を 行つた。

市民から寄せ られた意見は 86件 、そのうち 70件 (81%)が 建替えの必要あり (条

件付含む)、6件 (7%)が 建替えの必要なし、10件 (12%)が その他の意見であつた。

この市民意見の聴取結果を経て、庁舎建設特別委員会において 「新庁舎建設の市民意

見の合意形成はなされた。今後は市民参加、基本構想等市民への説明を十分配慮し、実

践的かつ効率的な新庁舎を早急に建設されたい」という調査結果が平成 15年 3月 にな

された。



平成 15年 5月 市議会改選に伴う 「庁舎建設特別委員会」委員の変更

平成 15年 9月 ～11月  福 生市新庁舎建設基本構想 (案)作 成 市 民意見聴取

新庁舎建設の次の段階として、庁舎建設の基本的な考え方、目標などを明確に定め市

民の理解を得るとともに、新庁舎の姿を市民と共有する必要から、平成 15年 9月 に新

庁舎基本構想 (案)を 作成 し、広報、ホームページ、小冊子、市民説明会 (4回 )で 市

民に周知し意見の聴取を行つた。

平成 15年 12月 9日  福 生市新庁舎建設基本構想策定

基本構想 (案)に 寄せられた市民意見 9件 及び市民説明会での意見を検討し平成 15

年 12月 9日 に市議会庁舎建設特別委員会において 「福生市新庁舎建設基本構想」が承

認 され策定された。

平成 16年 8月 21日 「新庁舎建設市民検討委員会検討結果報告書」の提出

公募市民 10名 、団体推薦市民 8名 、学識経験者 2名 からなる 20名 の新庁舎建設市

民検討委員会を設立し、5月 から8月 にかけて 6回 の検討委員会と見学会を開催した。

基本構想で定められた4つ の基本方針に基づき6つ のテーマを設置し検討を重ねた結果、

8月 21日 に 「新庁舎建設市民検討委員会検討結果報告書」として市長に提出された。

平成 16年 9月 3日 市議会 「庁舎建設特別委員会検討結果報告書」の提出

市議会の庁舎建設特別委員会では具体的な庁舎建設に向けて基本方針に沿つて4回

の検討 と2回 の先進市視祭を実施するとともに、議会棟については議会運営委員会で4

回の検討と近隣2ヶ 所を含め3回 の視祭を行つた。それぞれの検討結果を合わせて、9

月 3日 ヤこ 「庁舎建設特別委員会検討結果報告書」として市長に提出された。

平成 16年 9月 新庁舎建設基本計画の策定

提出された市議会の 「庁舎建設特別委員会検討結果報告書」と 「新庁舎建設市民検討

委員会検討結果報告書」を基に、新庁舎建設基本計画 (案)を つくり9月 17日 の市議

会庁舎建設特別委員会において承認され、9月 28日 の全員協議会に報告され策定され

た。

平成 16年 9月 新庁舎建設基本設計者の決定

基本設計を委託する設計事務所の選定をプロポーザルで実施した。7月 26日 に公募

で参加募集をしたところ 50社 の参加表明書の提出があつた。8月 21日 に 10者 に絞り

技術提案書の提出を要請して、9月 25日 に公開ヒアリングを実施 した結果、「(株)山

本理顕設計工場」を最優秀設計事務所に特定した。9月 30日 付で基本設計委託契約を

締結 した。

平成 17年 3月 末新庁舎建設基本設計の作成

プロポーザル方式にて選定した設計事務所と委託契約を締結し、新庁舎建設の基本構

想及び基本計画に示された基本方針を反映した基本設計を、平成 17年 3月 31日 付け

で作成 した。

平成 17年 12月 新庁舎建設実施設計の作成

6月 22日 に山本理頭設計工場と実施設計委託を締結し、基本設計を基に、より具体

的で詳細な実施設計を 12月 22日 に作成 した。

平成 18年 3月 新庁舎建設工事に着手

3月 29日 に市庁舎の建設工事契約 (建築工事 :大豊 ・森田N、 電気設備 :JFE電 制 ・

細谷 N、 空調設備 :新 日空 ・八重抄HN、 給排水衛生 :川本 ・桑林 JV)を 締結し、工

期 2年 間の工事が着工した。



平成 19年 3月 末第 1期工事完成

平成 18年 4月 から第 1期の建築工事が始まり、利用者駐車場にフォーラムの一部を

含めた (仮称)第 1棟 が平成 19年 3月末に完成し、敷地内の庁舎の組織が新庁合に移

転して業務を開始 した。

平成 19年 4月 第 2期 工事に着手

平成 19年 4月 から旧庁舎の解体が始まり、平成 20年 3月 20日 工期の第 2期 建築工

事に着手 した。

平成 20年 3月 末

第 2期 工事完成

平成 20年 4月

都市建設部及び教育委員会の一部が新庁舎に入り、本配置での移転を完了した。

4月 27日 新庁舎完成記念式典を開催 した。
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